











 Wnt/b-catenin シグナルをマウス胎児皮膚で特異的に活性化させる（K5cre Catnb(ex3)fl/+マウ
ス）と、EMT 亢進の指標である E-cadherin の発現低下がみられるが、がんの発生には至らない。
K5cre Catnb(ex3)fl/+マウスの皮膚を用いて、 EMT に関与する遺伝子の発現変化をマイクロアレー
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